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バルブの材質
青銅（砲金）バルブ

JIS H 5111
化　学　成　分　　　　（％） 機械的性質

銅
（Cu）

錫
（Sn）

亜鉛
（Zn）

鉛
（Pb） その他 引張強さ 伸び

（N/mm2） （%）
CAC402
（BC2） 86.0〜90.0 7.0〜9.0 3.0〜5.0 1.0以下 残部 245以上 20以上
CAC403
（BC3） 86.5〜89.5 9.0〜11.0 1.0〜3.0 1.0以下 残部 245以上 15以上
CAC406
（BC6） 83.0〜87.0 4.0〜6.0 4.0〜6.0 4.0〜6.0 残部 195以上 15以上
CAC407
（BC7） 86.0〜90.0 5.0〜7.0 3.0〜5.0 1.0〜3.0 残部 215以上 18以上

材料の特性［長所］耐蝕性に優れる。
	 耐磨耗性に優れる。
	 鋳造性がよく、薄肉、気密性を必要とするバルブに適する。
	 加工性に優れる。
	 ［短所］地金コストが高い。

用途　低温（青銅単独では-280℃）から中温（225℃）まで使用可能。
	 住宅設備、建物等の空調、衛生、農業、工業まで幅広く用いられる。
	 地金コストの関係から小型〜中型100A（4B）までが主流。

黄銅鍛造（真鍮）バルブ

JIS H 3250
化　学　成　分　　　　（％） 機械的性質

銅
（Cu）

鉛
（Pb）

鉄
（Fe）

錫
（Sn） その他 引張強さ 伸び

（N/mm2） （%）

C3604BD 57.0〜61.0 1.8〜3.7 0.50以下 Fe+Sn
1.2以下 残部 6A以上75A以下

335以上 ー

C3771BD 57.0〜61.0 1.0〜2.5 Fe+Sn 1.0以下 残部 6A以上
315以上 15以上

DR ALLOY2 61.5〜62.7 1.5〜2.2 0.40以下 0.7〜1.0
+Ni 残部 8A以上50A以下

315以上 20以上

材料の特性［長所］青銅に近い耐蝕性がある。
	 青銅に比べ強度が高い。
	 鍛造性がよく、気密性を必要とするバルブに適する。
	 加工性に優れる。

	 ［短所］地金コストが高い。
	 脱亜鉛腐食が起き易い。
	 応力腐食割れが起き易い。

用途　低温（黄銅単独では-280℃）から中温（200℃）まで使用可能。
　　　住宅設備、建物等の空調、農業、等幅広く用いられる。
　　　地金コスト、鍛造製の関係から小型〜中型 50A（2B）までが主流。
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バルブの材質
ねずみ鋳鉄バルブ

JIS G 5501
別鋳込み供試材の

機械的性質
本体付き供試材の

機械的性質
実鋳強度用供試材の

機械的性質
引張強さ
N/mm2

硬さ
HB

鋳鉄品の
　肉厚mm

引張強さ
N/mm2

鋳鉄品の
肉厚mm

引張強さ
N/mm2

FC 200 200以上 223以下 20以上
40未満 170以上 10以上

20未満 180以上

FC 250 250以上 241以下 20以上
40未満 210以上 10以上

20未満 225以上

FC 300 300以上 262以下 20以上
40未満 250以上 10以上

20未満 240以上

材料の特性［長所］鋳造性が良い。
	 加工性に優れる。
	 地金コストが安い。
	 ［短所］衝撃に弱い。
	 錆び易い。

用途　地金コストが安く、鋳造性が良いことから中型 50Aから大型1000Ａ以上まで製作。
　　　上下水道、工業用、建物の衛生等幅広く用いられる。
　　　0℃〜200℃までの流体に使用可能。

黒心可鍛鋳鉄（マレアブル）バルブ

種類 記号
機　械　的　性　質

引張強さ
N/mm2

耐　力
N/mm2

伸び
％

JIS G 5702
1　種 FCMB 270 270 以上 165 以上 5 以上
2　種 FCMB 310 310 以上 185 以上 8 以上
3　種 FCMB 340 340 以上 205 以上 10 以上

材料の特性［長所］鋳造性が良い。
	 ねずみ鋳鉄より耐熱、耐磨耗性に優れる。
	 鋳鋼に近い強度（引張強さ、耐力）がある。
	 ［短所］長時間の熱処理が必要のため、コスト高になる。
	 長時間の熱処理が必要のため、大型弁は不可能。

用途　高温水、蒸気等に使用される。
　　　高温（350℃）、中圧（２MPa）に使用可能。
　　　高圧ガス用として使用する場合は、使用制限があるため注意が必要。

球状黒鉛鋳鉄（ダクタイル）バルブ

JIS G 5502
別鋳込み供試材の機械的性質 本体付き供試材の機械的性質

引張強さ
N/mm2

耐　力
N/mm2

伸　び
％

硬　さ
ＨＢ

引張強さ
N/mm2

耐　力
N/mm2

伸　び
％

硬　さ
ＨＢ

FCD400ー18
FCD400ー15

400以上
（肉厚30〜60）

250以上
ー

18以上
ー

130〜180
ー

ー
390以上

ー
250以上

ー
15以上

ー
120〜180

FCD450ー10 450以上 280以上 10以上 140〜210 ー ー ー

JIS B 8270
FCDーS 412以上 275以上 18以上 143〜187 球状化率 90%以上、シャルビ−衝撃値 最低 13J

平均値 15J
　　JIS B 8270 圧力容器（基盤規格）　　　FCDーS・・・ダクタイル鉄鋳造品

材料の特性［長所］鋳造性が良い。
	 ねずみ鋳鉄より耐熱性に優れる。
	 鋳鋼に近い強度（引張強さ、耐力）がある。
	 マレアブル鋳鉄より熱処理時間が短く、従って中型から大型弁の製作が可能。
	 ［短所］錆び易い。
	 ねずみ鋳鉄より価格が高い。

用途　高温（350℃）まで使用可能な為、高温水、蒸気等に用いられる。
　　　高圧ガス設備用として使用する場合は、使用制限があるため注意が必要。
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バルブの材質
高温高圧用鋳鋼バルブ

JIS G 
5151

化　学　成　分　　（％） 機　械　的　性　質
炭素

（C）
珪素

（Si）
ﾏﾝｶﾞﾝ

（Mn）
燐

（P）
硫黄

（S）
ｸﾛーﾑ
（Cr）

ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ
（Mo）

ﾍﾞﾅｼﾞﾀﾑ
（V）

耐力
N/mm2

引張強さ
N/mm2

伸び
％

絞り
％

SCPH 2 0.30
以下

0.60
以下

1.00
以下

0.04
以下

0.04
以下 ー ー ー 245

以上
480
以上

19
以上

35
以上

SCPH 11 0.25
以下

0.60
以下

0.50
0.80

0.04
以下

0.04
以下 ー 0.45

0.65 ー 245
以上

450
以上

22
以上

35
以上

SCPH 21 0.20
以下

0.60
以下

0.50
0.80

0.04
以下

0.04
以下

1.00
1.50

0.45
0.65 ー 270

以上
480
以上

17
以上

35
以上

SCPH 23 0.20
以下

0.60
以下

0.50
0.80

0.04
以下

0.04
以下

1.00
1.50

0.90
1.20

0.15
0.25

345
以上

550
以上

13
以上

35
以上

SCPH 32 0.20
以下

0.60
以下

0.50
0.80

0.04
以下

0.04
以下

2.00
2.75

0.90
1.20 ー 275

以上
480
以上

17
以上

35
以上

SCPH 61 0.20
以下

0.75
以下

0.50
0.80

0.04
以下

0.04
以下

4.00
6.50

0.45
0.65 ー 410

以上
620
以上

17
以上

35
以上

不純物の化学成分・・・・・・・上記の化学成分の外に不純物の規定がある。

材料の特性［長所］強度が強い
	 衝撃力に対し強い。
	 鋳造性が良く、中型　大型バルブまで製作可能。
	 流体温度に対応し各種の鋼材がある。

	 ［短所］腐食にやや弱い。
	 鋳物価格が高い。

用途　高温、高圧流体を扱う箇所・・・石油精製、石油化学、火力、原子力発電等に
	 多く用いられる。

低温高圧用鋳鋼バルブ

JIS G 
5152

化　学　成　分　　（％） 機　械　的　性　質
炭素

（C）
珪素

（Si）
ﾏﾝｶﾞﾝ

（Mn）
燐

（P）
硫黄

（S）
ﾆｯｹﾙ

（Ni）
ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ
（Mo）

耐力
N/mm2

引張強さ
N/mm2

伸び
％

絞り
％

衝撃値
J

SCPＬ 1 0.30
以下

0.60
以下

1.00
以下

0.04
以下

0.04
以下 ー ー 245

以上
450
以上

21
以上

35
以上

18
以上

SCPＬ 11 0.25
以下

0.60
以下

0.50
0.80

0.04
以下

0.04
以下 ー 0.45

0.65
245
以上

450
以上

21
以上

35
以上

18
以上

SCPL 21 0.25
以下

0.60
以下

0.50
0.80

0.04
以下

0.04
以下

2.00
3.00 ー 275

以上
480
以上

21
以上

35
以上

21
以上

SCPL 31 0.15
以下

0.60
以下

0.50
0.80

0.04
以下

0.04
以下

3.00
4.00 ー 275

以上
480
以上

21
以上

35
以上

21
以上

不純物の化学成分・・・・・・・上記以外に不純物の化学成分の規定がある。
衝撃値（ｼｬﾙﾋﾞｰ吸収ｴﾈﾙｷﾞｰ）は、4号試験片で、3個の平均値（試験温度  PL1ー45、PL11ー60、PL21ー75、PL31ー100℃）

材料の特性［長所］強度が強い
	 衝撃力に対し強い。
	 鋳造性が良く、中型　大型バルブまで製作可能。
	 低温特性に優れ、各低温域に対し、各種鋼材がある。
	 ［短所］鋳物価格が高い。

用途　石油精製、石油化学、等の低温流体を扱う箇所に用いる。
	 LPG等、低温ガスを扱う箇所に使用される。
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バルブの材質
ステンレス鋼鋳鋼バルブ

JIS G 
5121

（ASTM）

化　学　成　分　　（％） 機　械　的　性　質
炭素

（C）
珪素

（Si）
ﾏﾝｶﾞﾝ

（Mn）
燐

（P）
硫黄

（S）
ﾆｯｹﾙ

（Ni）
ｸﾛｰﾑ

（Cr）
ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ
（Mo）

耐力
N/mm2

引張強さ
N/mm2

伸び
％

硬さ
HB

SCS 13

0.08
以下

2.00
以下

2.00
以下

0.04
以下

0.04
以下

8.00
11.00

18.00
21.00 ー

185
以上

440
以上

30
以上 183

以下SCS 
13A

（CF8）
1.50
以下

205
以上

480
以上

33
以上

SCS 14 2.00
以下

2.00
以下

10.00
14.00

17.00
20.00

2.00
3.00

185
以上

440
以上

28
以上 183

以下SCS 
14A

（CF8M）
1.50
以下

1.50
以下

9.00
12.00

18.00
21.00

205
以上

480
以上

33
以上

SCS 16
0.03
以下

1.50
以下

2.00
以下

12.00
16.00

17.00
20.00

175
以上

390
以上

33
以上 183

以下SCS 
16A

（CF3M）
1.50
以下

9.00
13.00

17.00
21.00

205
以上

480
以上

33
以上

SCS 17
（CH10） 0.20

以下
2.00
以下

2.00
以下

12.00
15.00

22.00
26.00

ー

205
以上

480
以上

28
以上 183

以下SCS 18
（CK20）

19.00
22.00

23.00
27.00

195
以上

450
以上

28
以上

SCS 19
0.03
以下

2.00
以下

2.00
以下 8.00

12.00
17.00
21.00

185
以上

390
以上

33
以上 183

以下SCS 
19A

（CF3）
1.50
以下

205
以上

480
以上

33
以上

各種ステンレス鋼鋳鋼は、固溶化熱処理を行う。機械的性質は熱処理後を示す。

材料の特性［長所］各種流体に対し腐食に強い。
	 低温から高温まで幅広く使用出来る。
	 ［短所］価格が高い。
	 鋼製小型バルブ（鍛鋼バルブ）（ステンレス鍛鋼バルブ）

鋼製小型バルブ（鍛鋼バルブ）（ステンレス鍛鋼バルブ）
化　学　成　分　　（％） 機　械　的　性　質

炭素
（C）

珪素
（Si）

ﾏﾝｶﾞﾝ
（Mn）

燐
（P）

硫黄
（S）

ｸﾛｰﾑ
（Cr）

ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ
（Mo）

耐力
N/mm2

引張強さ
N/mm2

伸び
％

絞り
％

JIS G 
3202

SFVC2A
0.35
以下

0.35
以下

0.40
1.10

0.03
以下

0.03
以下 ー ー 245

以上
490
640

18
以上

33
以上

JIS G 
3203

SFVAF22B
0.15
以下

0.50
以下

0.30
0.60

0.03
以下

0.03
以下

2.00
2.50

0.90
1.10

315
以上

520
690

18
以上

33
以上

JIS G 
3214

SUSF304
0.08
以下

1.00
以下

2.00
以下

0.04
以下

0.03
以下

8.00
11.00 ー 205

以上
520
以上

43
以上

50
以上

（注）JIS G 3202 圧力容器用炭素鋼鍛鋼品
JIS G 3203 高温圧力容器用合金鍛鋼品
JIS G 3214 圧力容器用ステンレス鋼鍛鋼品

材料の特性［圧力容器用炭素鋼鍛鋼品］
		  強度が強い。
	 ［高温圧力容器用合金鍛鋼品］
		  モリブデンが含まれ、高温に強い。
	 ［圧力容器用ステンレス鋼鍛鋼品］
		  腐食に強く、低温から高温まで広い範囲で使用出来る。

用途　高温蒸気ライン（火力発電等）に多く用いる。



資
　
　
料

配管用鋼管の種類 新日鐵住金株式会社

− 資料 26 −


	2013_19-22
	2013_26

